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 「利用者中心」の提唱者はカール・ロジャース（Carl Rogers）であるといわれる（Law 























   人間は単に生物的存在ではなく、日々の生活に、また将来に意味を求める存在である。クライエン
ト中心のアプローチでは、対象者を特定の疾病や障害を持つ患者というフィルターを通してみるの
ではなく、固有の人生物語、文化的背景、精神性や価値観をもつ個人として捉え、その文脈を尊重

















そのような経緯で筆者は、2009 年 6 月よりほぼ毎月 1 回のＡ園への訪問コンサルテー
ションを行ってきた。本研究は当初２年間の予備研究（萩田,田澤,2011）を下地とし、2011






































































図 1-1 障害福祉サービスに係る自立支援給付の体系 （一部付加）                          




























































































表 2-1 知的障害者への意思決定支援の法制化までの動き 



































































事業者や自治体に努めさせる。（2013 年 6月施行） 



























































































































義、③パターナリズム、および、新しい④自己決定、⑤ＱＯＬ（Quality of life, 生命・
生活・人生の質），⑥エンパワメント・ストレングス視点）の変遷は図 2-1 に、それらの相
互関係は図 2-2のようにまとめられている。また、新井による明治から現代までの知的障









































表 2-2 知的障害者への支援観の明治から現代までの歴史  




1874 恤救規則 人民相互の情誼により貧困者、障害者，病人等に一定の米代を支給する。 






1960 精神薄弱者福祉法 世間の荒波から守られた施設内で最小限の受身の世話、指導を受けた。 
1961 重症心身障害児施設 重度の知的障害と身体障害合併児の病院として「島田療育園」開設。 
1965 コロニー設置案 施設の大規模複合化で生活・福祉・教育・訓練・医療を一括した。 
―リハビリテーション・訓練至上主義・パターナリズム― 
障害克服の訓練至上主義が本人のためだと強制するパターナリズムとしてリハビリが用いられた。 
1949 身体障害者福祉法 傷痍軍人の救済、職業的更生が主目標であった。  
1968 WHO のリハの定義 医学的・社会的・教育的・職業的を併せた全人間的復権とした。 




1946 近江学園 糸賀一雄「発達保障論」：縦への発達は有限でも横（個性）は無限大。 
1958 乳幼児健診大津方式 健診に発達診断を導入し、早期発見・療育（ボイタ法）につなげた。 




1959 デンマーク 知的障害者福祉法 「できるだけノーマルな生活が送れるようにする」 
1967 スウェーデン 知的障害者援護法 全員就学、施設の小グループ・個人プログラム化、グループホーム 
1970 年代 国連の権利宣言 精神薄弱者権利宣言(71), 障害者権利宣言(75), 国際障害者年(79) 
























































































（障害程度区分は最重度 2.5%、重度 41％、中等度 35.9％、軽度 12.8％）の家族と職員、

























































































































































③ 日本知的障害者福祉協会 2013年版 
























Holburnら（2002 中園ら監訳 2005 ）の Person-Centered Planning（ＰＣＰ：本人を中
心に据えた計画づくり）は、ノーマライゼーションの理念と行動理論が生態学的モデルに
よって結びつき、環境を好きで楽しいものに変えることで問題行動を抑えながら、普通の
















































































































































































































































































































































































図 4-1  本研究の枠組み 
 
 
























































































名、精神障害者２名を含む 24名（うち、ＩＱ19以下の最重度者が 69% ）が週日ほぼ毎日
通う開設 10年目の生活介護事業所である。 
Ａ園利用者の平均年齢は 42 歳であり、日課は午前９～10 時登所、朝の会後に数十分の






































７名 ３名 ２名 ２名 ３名 １名 ３名 ３名 24 名 41.7 才 
 
表 4-2 Ａ園利用者の障害の種別 
身体障害 てんかん 自閉症 精神障害 聴力障害 視力障害 
８名 ７名 ６名 ２名 ２名 １名 
注. 知的障害に合併するもの。重複あり。 
 
表 4-3 Ａ園利用者の知能指数 
測定困難 19 以下 20～39 40～80 
９名 ７名 ３名 ４名 
注. 全国の知的障害者数は 54.7万人。うち、IQ19 以下の最重度は１～２％である（厚生労働省,2007）。 
 












１名 ３名 ７名 １名 ２名 １名 ２名 17 名 
 
 
表 4-5 Ａ園の基本的日課  














































































































































件であった。身障者は 30 才頃から運動器の二次疾患や体力・移動能力低下が問題になる。 
 
表 4-6  Ａ園の作業内容と参加人数  
外作業班（10名） 手作業班（12名） 機能訓練班（6名） 
外作業 内作業（雨天時） 玉のれん ６ マッサージとスト
レッチ 
６ 
農作業 10 窓拭き・掃除 10 ビーズ ６ 関節可動域訓練 ３ 
空缶つぶし 10 玉のれん ８ 積木 ４ 下肢挙上 ２ 
庭掃除 10 ペグボード ３ ぬり絵 ２ 足浴 ２ 
  ジグソーパズル １ 絵合わせ ２ 立位保持 1分間 １ 
  ビーズ １ 自由絵 ２ ロッキングチェア 1 
    ジグソーパズル １ 歩行車での歩行 1 
    本読み聞かせ １ ボール投げ 1 
    ちぎり絵 １   





全 73 件の作業・リハビリ実施上の留意点の記載の内訳は、安全・健康管理 20 件、逸脱











表 4-7  Ａ園の作業・リハビリの目標    
外作業班（10 名） 手作業班（12 名） 機能訓練班（6 名） 
作業意欲を高める ２ 自力でできる作業をみつける ２ 拘縮予防 ２ 
指示された仕事に集中す
る 
２ 集中・持続して作業する ２ 過剰筋緊張の緩
和 
２ 
一つの作業を持続する ２ 作業意欲を高める ２ 健康の保持・増進 ２ 
皆と一緒に行動、作業する ２ 楽しく活動に参加する １ 便秘の緩和 １ 
作業場所を離れない ２ 着席して参加する １ 外反母趾の進行
予防 
１ 
集中して無駄話をしない １ 落ち着いて取り組む １ 歩行機能の向上 １ 
集中して取り組む １ 着席し落ち着いて取り組む １   
無理せず頑張る １ 皆が終るまで着席している １   
無理せず楽しむ １ 職員がつかなくてもできる １   
無理せず参加する １ 集中力、やる気をもたせ終了
時刻まで着席している 
１   
慌てず落ち着いて行なう １ 自分のこだわりを抑え、職員
の声かけで行なう 
１   
作業中トイレの回数を減
らす 
１ 作品の完成を目指す １   
基礎体力を高める １ イライラでビーズの箱をひっ
くり返さない 
１   
  無理のない範囲で作業に取り
組む 
１   
















表 4-8 Ｆさん、Ｇさんの「作業・リハビリ目標」（2010年度） 
 Ｆさん Ｇさん 







































































































































































































































































































































加（Ｆさんには調理活動）を提案するため、Treatment and Education 











































































































































































































































































































(1)  第１回職員話合い：Ａ園の作業とは何か 













































































































































































































































































（３）第 1回～第 13回の話合いの総まとめ 
全 13回の職員話合いの総まとめの図解（図 4-4）とその文章叙述を以下に示した。 


































図 4-4 第 1回～第 13回話合いの総まとめ   (2012.4.1,Ａ園,萩田邦彦) 






































































































































































































































































































































































































1  24  ⑳ 愛と覚悟の実践    ●  ● 
3 22 ⑱ 見守り・寄り添いで開いた自閉の扉    ● ● ● 
7 8 ⑬ こころの作業    ● ● ● 
9 6 ⑲ 予定表での対話    ●  ● 
13 2 ⑦ 余暇活動も要支援     ●  
11 5 ⑭ 自然なＴＥＡＣＣＨ     ● ● 
  生活行動対話・促しと納得    ●  ● 
― ― ⑮ どこでもスヌーズレン    ● ● ● 
重度利用者に応じた活動や環境の選択 
2 23 ⑰ 利用者中心の好きな活動    ● ● ● 
9 6 ⑯ 静かな環境作り     ●  
12 3 ⑨ いつの間にかの成長    ●   
15 0 ⑥ 自閉症者はマイペースがいい    ● ●  
職員の経験・価値観で利用者を支援する姿勢（職員中心の支援姿勢） 
4 15 ⑧ 集団ストレスの現状に慣らす ● ● ●    
4 15 ⑪ 習慣を崩したくない ●  ●    
6 12 ⑫ マニュアル対応で不安なし  ● ●    
8 7 ⑤ 強制か容認か迷う  ● ●    
職員中心の支援による利用者のマイナス反応 
14 1 ③ 厳しい指導で葛藤・躊躇  ●     
14 1 ④ ストレスで二次的情緒障害  ●     
15 0 ① 訓練作業は嫌で怒る  ●     
15 0 ② 固執と集団不適応の悪循環  ● ●    








































































































































































































































































































































































































































































































































Ｕさんの語りのＫＪ法図解を図 4-8 に、その文章叙述を以下に示した。 
 










































































































































































































































































































































































































































図 4-9  三人称評価                     図 4-10 一人称評価 
表 4-16  個別支援計画作成シート 
 
 




感覚刺激 私は… 私は… 私（利用者）は… 私（職員）は… 
居場所・環境 私は… 私は… 私は… 私は… 
遊び・作業 私は… 私は… 私は… 私は… 













要望１ 私は… /10 /10 /10 私達（利用者&支援者）は… 
要望 2 私は… /10 /10 /10 私達は… 




作業・役割 【現状】 /10 /10 /10 私達は… 
身の回り 【現状】 /10 /10 /10 私達は… 





















































































































































































































   筆者：それはＩさんの気持ちでしょうか。「私（Ｉさん）は…でもう一遍言ってみて下さい。」 
・職員Ａ：「私はイライラすると物を投げたくなります。」 





   筆者：そうね、Ｉさんは淋しいよね。Ｉさんは昔はいつも家族の真ん中にいたんでしたっけね。 
・職員Ｂ：「でもね、淋しい人は他にもいるしね、でも物を投げたりはしませんよ。」 
   筆者：確かに淋しいからってみんな物は投げませんね。でも、今のは三人称評価の方へ入れてお
きましょう。では、「Ｉさんの気持ちで、私は…でもう一遍言ってみて下さい。」 
・職員Ｂ：「私は淋しいと物を投げたくなります。」 
   筆者：そうですか。Ｉさんは淋しいと物を投げたくなるのですね。その時どんな気持ちですかね？ 
・職員Ｂ：「だって、誰も私のことなんか構ってくれないし、誉めても叱ってもくれないし…」 





























































































































































 表 4-18 Ｉさんの公式の個別支援計画書 
2012 年度前期支援サービス計画書 

























































表 4-19 Ｇさんの固執行動評価票（例） 




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































立案する社会福祉士のサービス管理責任者（Ｗ氏）の着任（2011 年 4 月）後であった。 






















表 4-20 Ｇさんの支援サービス計画書(2014年度) 
2014年度後期支援サービス計画書 
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表 2 Ｇさんの作業質問紙による評価 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 25 
 
 
第
13
回
：
余
暇
時
間
の
支
援
  
 （
2
0
1
2
.1
.7
,Ａ
園
,萩
田
邦
彦
）
 
注
. 
「
作
業
質
問
紙
」
で
余
暇
時
間
の
不
安
・
緊
張
や
常
同
行
動
、
他
に
役
割
活
動
等
を
評
価
し
た
と
こ
ろ
、
本
人
に
と
っ
て
の
活
動
の
意
味
や
好
み
を
大
事
に
し
よ
う
と
、
散
歩
拒
否
時
の
足
湯
が
提
案
さ
れ
た
。
し
か
し
易
き
に
流
れ
た
り
、
こ
だ
わ
り
・
ト
ラ
ブ
ル
に
な
ら
な
い
為
の
指
導
法
が
分
ら
ず
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
必
要
と
さ
れ
た
。
結
局
、
活
動
選
択
の
議
論
は
職
員
主
導
に
戻
っ
た
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